
印度學佛敎學研究第48巻 第2号 平成12年3月 (95)

『宝髻所問経』における四念処観

加 藤 純 一 郎

1.は じ め に

『宝髻所問経』 (Ratiiacudapariprccha) ')は,波 羅蜜,菩 提分法,神 通成就,衆 生の

成熟,と い う四つ の菩 薩の浄行(caryaparisuddhi)に つ いて説 く,綱 要書 の様相 を

呈した大乗経典である.こ れらのうち,内 容の質,量 から考えて,菩 提分法の浄

行は特 に重要であり,中 でも四念処の浄行に力点が置かれている.先 行研究 とし

て高崎[1974]2)に 本経典が取 り上げられているが,今 ―・度,初 期仏教の四念処に

まで遡 り,本 経における四念処観を考察 してみる.

2.四 念処 と四顛倒 との関係

四念処 は,身,受,心,法 の四分野にわたって行われ,四 顛倒の対治 として不

浄 ・苦 ・無常 ・無我 という四想を心に思い浮かべる観想法であると言われてきた.

しかし,す でに指摘もあるように,阿 含 ・二々一ヤにおいて,こ うした四顛倒の

対治 としての四念処観を見出すことはできず,四 顛倒の対治を本来,予 想 して説

かれたものとは考えがたい3).し か し,後 代になると四念処は,四 顛倒 と密接に絡

み合わされ始める.そ のうち,経 典 として,最 も古いものは,管 見するところ,

『陰持入経』4)である.論 書 においては,『婆沙論』5)の中にそれは見出せる.し か

し,『婆沙論』においては 「四念処=四 顛倒の対治」という説に限 られているわけ

ではない.四 念処は,四 顛倒の他に四食,四 識住,五 蘊,四 種不修,四 修 とパラ

レルに扱われている6).『婆沙論』においては,四 念処 と四顛倒が関連づけられは

したが,い まだその結びつきは強固でないことがわかるのである.― ・方,『 阿毘曇

甘露味論』7)は注 目に価する.身 念止は不浄観を,受 念止及び心念止は無常 ・苦 ・

空 ・無我を,法 念止は苦・無常を観ずると示し,こ の理解は 『婆沙論』 とは異なっ

ているのだが,本 『宝髻所問経』における受念処 とほぼ一・致するのである.
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3.本 経 に お ける四念 処観

(1)身 念処

身念処 では,身 体 の観 察を二種 の妙観察(・pratyaveksana)に 分 類 し,不 浄妙観 察

において阿含 ・ニカーヤ に見 られ るもの と同様 の不浄観 を説 いてい る.一 方 で浄

妙観察 において は,こ の不浄 の身体 が 「如来身,法 身,無 漏 身」な どを獲得 す る

ことの観察 を説 く.さ らに身念処 の修 習 を無常 と常 の二種類 に分類 し,無 常 にお

いては死 に至 る身体 の無常 を説 く.と ころが常な る分類 においては,

菩 薩は,自 分の身体において一切衆生身と結びつ く.・:如 来身が無漏であるように,

そのように自分の身体の本質 も観察する8).

と説 く.こ こでは,無 漏身で ある如来 身が 自己の身体 に重 ね合 わ されて お り,さ

らにそれが一切衆生 の身体 にまで拡大 されてい る.

(2)受 念 処

ここで は,大 悲 と空性 とが中心 となって,受 を無常,苦 と観察 す る方法が説 か

れて いる.そ の観察 は,絶 えず 自他双方 に向 けられ る.

一切衆生の受が滅 しても自己の受のみは滅することはない.善 男子よ,こ れが菩薩の受に

おいて受を観ずる念処をよき方便 と大悲とによって体得することである9).

ニ カ ーヤにおいて説 かれた受念処 は,あ くまで苦 を苦 と見,楽 を楽 と見 る とい

う如実知見 に限定 され るものであ り,他 へ の慈悲 を中心 に据 えての本経 の解釈 は,

ま った く新 しい ものであ る.さ らに注 目され るこ とに,こ こに説 かれた受念処 に

お ける無常 ・苦 ・無我 ・寂静 の観察 は,先 に述 べた 『甘露味論』 と一致す る点 で

ある.本 経 に説 く 「寂静 」 は,最 後 に 「空性 」に よって受念処 が まとめ られ てい

る点か らも空で ある ことは明 らかであ る.

(3)心 念 処

ここで は,心 の本性 が,無 差別,平 等で あ り無戯論 なものであ ることを述 べ る.

ま た,心 性明浄 が説 かれ,さ らに 「自心 の平 等性 によって一切衆 生の平等性 を知

る.・:一 切法 の平 等性 に よ り菩提の平等性 を知 る」lo)と説 いてい る.

(4)法 念 処

法念処 では,中 道 の理 解 を軸 とし,一 切法 の無差別,さ らに衆生 界 と法界 との

本来 の同一 を最終 的な主題 として説 いてい る.こ こで は,減 る こともな く増 える

こ ともない とい う中道,そ して,法 界 の無差別 か らすべて は一・界 に帰 す るこ とが

その中心 であ る11).一 界 あるいは不増 不減 とい う理念 は,如 来蔵思想 に とって欠
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かせぬ要素であり,『不増不減経』に先行する本経においてこうした要素が出てい

ることは,ま ことに興味深い.

また,上 に記 した四念処の説明の後,本 経は,こ の説を四顛倒 と結びっける記

述を付加する.し か し,こ の記述は,四 念処の説明全体の中に据えた とき,落 ち

着きが悪 く二次的に付加されたものではないか と疑われる.実 は,こ の四顛倒の

形態は,先 述 した 『婆沙論』における四顛倒の形態 とほぼ一致する.『婆沙論』に

おいても,四 念処 と四顛倒の結びっきは必ずしも堅固なものではなかった.

4.結 論

まず,教 義 として,本 経の四念処観は,初 期経典の思想を要約 しながら取 り込

んでいる点に注意をしなけれぼならない.し かも,受 念処においては 『阿毘曇甘

露味論』との興味深い一・致までが確認され,さ らに,『婆沙論』 との類似性も指摘

される.と すれぼ,本 経の四念処観は,そ の発展の過程において,明 らかに部派

との連続性を有 していることがわかる.さ らに注目すべきは,こ の早い時期の経

典に,す でに高崎[1974]で 言われる如来蔵思想の基本的な要素が出ていること

である.本 経は,部 派 との連続性を有 しているにもかかわらず如来蔵思想がうか

がえる方向に発展 しているのである.
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